
あしや砂像展２０１７
撮影協力：デジタルカメラ・パソコン同好会　　　　
　　　　　　　　　（平成29年10月27日撮影）

□ 28 年度こんなことに使いました� Ｐ  ２～

□ 地方創生（28 年度決算）� Ｐ  ４～

□ 5 人が町政を問う（一般質問）� Ｐ  ９～

□ 町かどインタビュー� Ｐ 16  

もくじ

ＮＯ．195
平成 29年 11 月 15 日発行
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年度 こんなことに 使いました！ 　
第
３
回
定
例
会
が
、
平
成
29
年
９
月
７
日
か
ら
20
日
ま
で
の
14
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
８
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の

議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
条
例
、
補
正
予
算
、
決
算
、
意
見
書
な
ど
20
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
（
９
月
７
日
～
20
日
）

９
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

視 

察 

関 

係

27 年度

28 年度

高齢者配食サービス　

８３０万円

夏井ヶ浜海岸崩落防止工事

県事業負担金　　　３００万円

中央病院外周道路工事

５４９０万円

議会だよりあしやです平成 29 年 11 月 15 日　第 195 号 ②



年度 こんなことに 使いました！９
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

視 
察 
関 

係

28

新婚･子育て世帯補助事業 (35 件）

　　　６８０万円

中央公園改修工事

　　　　　　　　１億４２９０万円

ハザードマップ作成

３３０万円

議会だよりあしやです平成 29 年 11 月 15 日　第 195 号③



地方創生で 活力ある町づくりを

会　計　名 歳　入　額 歳　出　額 結　果

一般会計 74 億 4098 万円 71 億 6485 万円 賛成多数

地方独立行政法人芦屋中央病院貸付金特別会計 12 億 9514 万円 12 億 9514 万円 賛成多数

国民健康保険特別会計 19 億 9780 万円 19 億 1393 万円 満場一致

後期高齢者医療特別会計 2億 1404 万円 2億   836 万円 賛成多数

国民宿舎特別会計 1億 3064 万円 1億 2529 万円 賛成多数

給食センター特別会計 1億 3374 万円 1億 3177 万円 満場一致

モーターボート競走事業会計 858 億 3949 万円 847 億 3881 万円 賛成多数

公共下水道事業会計 7億 2546 万円 6億 9066 万円 満場一致

※注１　地方独立行政法人芦屋中央病院貸付金特別会計

　中央病院の町債借入や、借り入れた町債の返済を行うための会計です。

28年度の決算状況

９
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

視 

察 

関 

係

★主な地方創生　事業を紹介★

　一般会計決算は、歳入 74億 4098　万円（前年度比 8億 9286 万円減）、
歳出 71億 6485 万円（前年度比 8億　4914 万円減）となりました。

歳出
基金（貯金）の残高は、41
億 7319 万円（前年度比 1 億
5461 万円減）で、町債（借金）
は、76 億 7045 万円（前年度
比 3億 2249 万円増）です。

　地方の人口減少に歯止めをかけ、日本全体の活力　を上げることを目的としています。
　芦屋町では「芦屋町　まち・ひと・しごと　創生　人口ビジョン・総合戦略」に基づき事業を行っています。

注１

サ
ワラサミット助成事業　２２

０万
円

チ
ャレンジショップ事業　５９

０万
円

議会だよりあしやです平成 29 年 11 月 15 日　第 195 号 ④



地方創生で 活力ある町づくりを28 年度
決　算

９
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

視 
察 
関 

係

★主な地方創生　事業を紹介★

　一般会計決算は、歳入 74億 4098　万円（前年度比 8億 9286 万円減）、
歳出 71億 6485 万円（前年度比 8億　4914 万円減）となりました。

主な歳入の推移 どんなことに使われたか（歳出）

歳入
町税などの自主財源が約 39％、
地方交付税や国庫支出金などの
依存財源が約 61％でした。な
お、自主財源のうちモーター
ボート競走事業会計からの収益
金は４億円でした。

地方創生とは・・・
　地方の人口減少に歯止めをかけ、日本全体の活力　を上げることを目的としています。
　芦屋町では「芦屋町　まち・ひと・しごと　創生　人口ビジョン・総合戦略」に基づき事業を行っています。

74億2496万円

12億1448万円

19億6540万円

10億5522万円

12億6486万円

19億2500万円
うち競艇事業からの
収入6億円

12億3786万円

土木費14.9％
10億6514万円

教育費12.5％
8億9667万円

公債費8.8％
6億2899万円

その他10.6％
7億6717万円

総務費16.5％
11億8191万円

民生費27.9％
19億9675万円

衛生費8.8％
6億2822万円

一般会計歳出
（目的別）
71億6485万円

19億6827万円

8億9269万円

14億601万円

19億3615万円
うち競艇事業からの
収入4億円

12億901万円

20億5051万円

11億7195万円

13億8985万円

24億5852万円
うち競艇事業からの
収入4億円□その他

H27 H28H26

■国県支出金

■町債

■地方交付税

■町税

82億7984万円 74億4098万円

小
中
学生・高校生通学費補助金　

５４
０万
円

プ
ロモーション活動事業　３４

０万
円

議会だよりあしやです平成 29 年 11 月 15 日　第 195 号⑤



◆
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

問　

売
れ
行
き
が
良
く
な
い
よ
う
だ

が
、
そ
の
要
因
は
。

答
　
商
工
会
か
ら
明
確
な
回
答
を
得
た

わ
け
で
は
な
い
が
、
利
用
範
囲
、
補
助

率
、
利
用
限
度
額
等
が
考
え
ら
れ
る
。

◆
巡
回
バ
ス

問
　
芦
屋
中
央
病
院
の
移
転
に
伴
う
巡

回
バ
ス
等
の
在
り
方
は
。

答
　
現
在
、
芦
屋
町
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
に
基
づ
き
協
議
を
行
っ
て
お

り
、
条
例
改
正
な
ど
の
議
案
を
12
月
議

会
に
上
程
す
る
予
定
で
あ
る
。

◆
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

問
　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
使
途
は
。

答
　
保
安
林
松
の
植
樹
や
図
書
購
入
、

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
絵
本
、
成
人
式
の

記
念
品
、
芦
屋
釜
の
里
工
房
内
の
手
動

リ
フ
タ
ー
、
花
火
大
会
等
に
使
っ
た
。

問
　
国
民
宿
舎
は
赤
字
経
営
と
な
っ
て

い
る
が
、
町
の
関
与
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
熊
本
地
震
等
の
影
響
も
あ
り
新
規

事
業
者
に
と
っ
て
は
厳
し
い
経
営
状
況

と
な
っ
た
。
月
１
回
の
経
営
会
議
の
中

で
町
の
要
望
等
を
提
示
し
て
い
く
。

【
元
の
老
人
保
健
制
度
に
戻
す
べ
き
だ
】

川
上
誠
一
議
員

　
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

の
保
険
料
は
７
万
６
５
２
２
円
と
な
っ

て
お
り
全
国
で
も
６
位
の
高
い
保
険
料

と
な
っ
て
い
る
。

　
保
険
料
滞
納
者
に
対
す
る
短
期
証
へ

の
切
り
替
え
は
２
５
０
６
件
、
差
し
押

さ
え
は
１
６
１
件
と
な
っ
て
い
る
。

以
前
の
老
人
保
健
制
度
の
時
は
保
険
証

を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
は
廃
止
し
、
前
の

老
人
保
健
制
度
に
戻
す
べ
き
だ
。

問
　
事
業
会
計
の
基
金
を
含
め
保
有
金

は
い
く
ら
か
。

答
　
28
年
度
末
で
約
89
億
円
で
あ
る
。

【
非
開
示
の
状
況
で
は
賛
成
し
か
ね
る
】

妹
川
征
男
議
員

　
24
年
９
月
議
会
に
お
い
て
、
無
償
譲

渡
契
約
書
を
非
公
開
に
し
て
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
事
業
会
計
を
審
議
す
る
な

ど
無
責
任
で
あ
る
と
反
対
し
た
経
緯
が

あ
る
。

　
町
は
、
今
な
お
ボ
ー
ト
ピ
ア
勝
山
の

無
償
譲
渡
契
約
書
を
議
会
運
営
委
員
会

委
員
の
み
開
示
し
た
ま
ま
で
、
差
別
的

扱
い
を
行
っ
て
い
る
。
議
会
軽
視
も
甚

だ
し
く
、
そ
の
疑
惑
を
感
じ
る
。

　
非
開
示
し
た
状
況
で
は
議
案
に
賛
成

し
か
ね
る
。

落
札
業
者
：
九
州
機
電(

株)

入
札
価
格
：
約
１
億
６
４
３
万
円

工
期
：
9
月
28
日
～
30
年
3
月
31
日

問
　
工
事
内
容
は
。

答
　
空
調
設
備
を
全
館
型
か
ら
個
室

型
へ
の
変
更
と
給
湯
管
設
置
工
事
。

問
　
大
型
工
事
の
た
め
町
内
業
者
が

参
入
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
　
落
札
業
者
へ
「
町
内
業
者
確
保
に

つ
い
て
」
の
お
願
い
を
行
っ
て
い
る
。

落
札
業
者
：(

株)

福
岡
ト
ー
ハ
ツ
北

九
州
営
業
所

入
札
価
格
：
約
２
１
４
６
万
円

質　

疑

質　

疑

質　

疑

質　

疑

平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算

（
賛
成
多
数
・
認
定
）

９
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

視 

察 

関 

係

平
成
28
年
度
国
民
宿
舎
特
別
会
計

決
算　
　
　
　

（
賛
成
多
数
・
認
定
）

平
成
28
年
度
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
事
業
特
別
会
計
決
算

（
賛
成
多
数
・
認
定
）

反
対
討
論

平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
決
算

（
賛
成
多
数
・
認
定
）

反
対
討
論

契約等

国
民
宿
舎
空
調
等
改
修
工
事(

機

械
設
備
そ
の
１)

請
負
契
約
の
締

結　
　
　
　
　

（
満
場
一
致
・
可
決
）

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契
約
の

締
結　
　
　

  

（
満
場
一
致
・
可
決
）

議会だよりあしやです ⑥平成 29 年 11 月 15 日　第 195 号



　　
道
路
整
備
の
国
庫
補
助
負
担
率
を
か

さ
上
げ
す
る
措
置
が
29
年
度
ま
で
の
時

限
措
置
と
な
っ
て
い
る
。
か
さ
上
げ
措

置
が
期
限
切
れ
と
な
れ
ば
地
方
自
治
体

の
財
政
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
道
路
整
備
に
必
要
な
予
算
の

確
保
を
強
く
求
め
る
。

【
町
の
負
担
を
増
や
さ
な
い
】

田
島
憲
道
議
員

　
道
路
の
修
繕
や
整
備
す
る
事
業
に
国

か
ら
の
補
助
金
が
出
て
い
る
が
、
今
、

特
別
に
時
限
措
置
に
よ
り
、
町
道
は
、

29
年
度
末
ま
で
は
、
７
割
を
国
が
負
担

し
て
い
る
。
来
年
度
か
ら
は
、
５
割
に

ま
で
と
、
以
前
の
よ
う
に
戻
っ
て
し
ま

う
。
こ
れ
を
継
続
し
よ
う
と
い
う
意
見

書
で
あ
る
。こ
れ
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
町
の
負
担
が
ふ
え
て
し
ま
う

の
で
賛
成
す
る
。

【
国
が
落
ち
着
い
た
と
き
に
出
す
べ
き
】

横
尾
武
志
議
員

　
芦
屋
町
は
道
路
が
少
し
悪
く
な
っ
て

も
死
活
問
題
に
は
な
ら
な
い
。国
は
今
、

災
害
に
も
っ
と
支
援
す
る
べ
き
で
あ

る
。
芦
屋
町
も
い
つ
災
害
が
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
。
何
も
な
い
と
こ
ろ
ま
で

議
員
立
法
で
予
算
を
延
長
す
る
こ
と
は

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
状
況
が
落

ち
着
い
た
と
き
に
行
う
べ
き
で
あ
り
、

今
、
こ
の
意
見
書
を
出
す
こ
と
は
時
期

尚
早
で
あ
る
。

総合運動公園入口の交差点周辺

九州北部豪雨義援金として 150 万円を計上

補正のあった歳出の主な内容 補正額

汐入川改修県事業負担金　

（県が実施する汐入川改修工事の町負担金）　　
２００万円

中古住宅解体後の新築住宅建築補助金 ５００万円

九州北部豪雨義援金 １５０万円

正門町特定空家解体工事費　　　　　　　　　　　

（特定家屋とは倒壊や保安上危険な状態又は衛生上有害となる状態

で適切に管理されていない家屋のこと）

　　　ー

歳出の主な内容

補　正
予　算９

月
定
例
会

一 

般 

質 

問

視 
察 
関 

係

区長会から５万円

一般募金から 70,440 円の義援金

◆
正
門
町
特
定
空
家
解
体
工
事

問
　
所
有
者
が
特
定
で
き
な
い

の
か
。
ま
た
解
体
の
理
由
と
土

地
所
有
者
の
解
体
の
責
務
は
。

答
　
家
屋
の
所
有
者
が
特
定
で

き
な
い
。
通
行
上
危
険
で
地
域

住
民
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
法

律
に
基
づ
き
略
式
代
執
行
と
し

て
芦
屋
町
が
解
体
す
る
。
土
地

所
有
者
に
は
法
的
な
責
務
が
な

い
。

歳
入
で
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
１
０
６
万
円
と
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

６
９
３
万
円
の
増
額
措
置
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
で
は
汐
入
川
改
修
県
事

業
負
担
金
２
０
０
万
円
、
九
州
北
部
豪
雨
義
援
金
、
正
門
町
特
定
空
家
解
体
工
事

費
等
を
増
額
措
置
し
、総
額
８
０
０
万
円
の
増
額
補
正
で
す
。（
満
場
一
致
・
可
決
）

賛
成
討
論

反
対
討
論

解体前の特定家屋

議会だよりあしやです平成 29 年 11 月 15 日　第 195 号⑦

道
路
整
備
に
必
要
な
予
算
確
保
に

関
す
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　（
賛
成
多
数
・
可
決
）



　　
山
鹿
保
育
所
の
管
理
運
営
を
行
う
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
。

指
定
管
理
者
：
社
会
福
祉
法
人
清
心
会

指
定
の
期
間
：
30
年
4
月
1
日
～
35
年

3
月
31
日

問
　
応
募
者
は
何
者
か
。
ま
た
、
指
定

管
理
期
間
が
満
了
し
た
後
、
指
定
管
理

者
へ
無
償
譲
渡
す
る
と
聞
い
て
い
る
が

そ
の
内
容
は
。

答
　
1
者
の
み
で
あ
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
な
ど
良
好
な
状
態
で
指
定
管
理

を
行
っ
た
場
合
、
期
間
終
了
後
は
、
建

物
は
無
償
譲
渡
し
、
土
地
は
10
年
間
の

無
償
貸
与
の
予
定
。

問
　
な
ぜ
無
償
譲
渡
す
る
の
か
。

答
　
長
期
に
安
定
し
た
経
営
が
で
き

る
。（
職
員
確
保
等
）
ま
た
、
私
立
で

あ
れ
ば
国
県
の
補
助
金
が
活
用
で
き
、

町
の
財
政
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
。

　表決にあたり、意見が分かれた議案の賛否について掲載しています。掲載のない
12 議案は、満場一致で可決されました。　　　○賛成、×反対、欠は欠席を表しています。

９月定例会意見が分かれた議案の賛否一覧

松
枯
れ
対
策
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て

　
筑
前
海
沿
岸
に
位
置
す
る
福
岡
県
内

の
四
市
五
町
で
構
成
す
る
松
林
保
全
対

策
協
議
会
は
、
当
地
域
の
財
産
で
あ
る

松
林
の
保
全
や
再
生
に
資
す
る
活
動
と

し
て
、
毎
年
、
国
や
県
へ
の
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
８
月
22
日
に
、
管

内
選
出
の
衆
議
院
議
員
、
財
務
大
臣
、

林
野
庁
長
官
な
ど
に
対
し
て
、
松
枯
れ

被
害
に
よ
る
松
林
の
早
期
再
生
や
、
松

く
い
虫
駆
除
・
防
除
等
に
つ
い
て
、
芦

屋
町
を
は
じ
め
と
し
た
首
長
が
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。 行政報告とは・・・

町長が議会を通じて町の重要な

問題の経過等を住民に報告する

ものです。ここでは、平成 29

年７月から９月までの行政報告

の一部を掲載しています。

行政報告

松の植樹の様子

９
月
定
例
会

一 
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質 

問

視 

察 

関 

係

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 内
海
松
岡
今
田
刀
根
妹
川
貝
掛
田
島
辻
本
川
上
松
上
横
尾
小
田

平成 28 年度芦屋町モーターボート競走事業会計未処

分利益剰余金の処分
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可決

平成 29 年度芦屋町地方独立行政法人芦屋中央病院貸

付金特別会計補正予算（第１号）
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可決

平成 28 年度芦屋町一般会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ － ９ ２ 認定

平成 28 年度芦屋町地方独立行政法人芦屋中央病院貸

付金特別会計決算の認定
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 認定

平成 28 年度芦屋町後期高齢者医療特別会計決算の認

定
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ － ９ ２ 認定

平成 28 年度芦屋町国民宿舎特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 認定

平成 28 年度芦屋町モーターボート競走事業会計決算

の認定
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 認定

道路整備に必要な予算確保に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × － ８ ３ 可決

議長には、賛否の意思表示をする表決権がありません。ただし、賛成・反対が同数になった場合、可否を決める裁決権があります。

指
定
管
理
者
の
指
定

（
満
場
一
致
・
可
決
）

議会だよりあしやです ⑧平成 29 年 11 月 15 日　第 195 号
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一般質問 町政を問う
　９月８日に議員５人が一般質問を行いました。
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針等につい

て所信を聞き、報告や説明を求め疑問点をただすことです。質問する議員は、事前に質問通告書

を提出し、本会議において１人 60分の制限時間内で質問を行っています。

　議会だよりでは、質問した議員が自ら記事を作り掲載していますが、紙面の都合上、要約して

います。一般質問の会議録は、議会事務局や芦屋町ホームページで閲覧できます。

ページ 質問議員 質問事項

10 松岡　泉
◎水害の防災対策

◎ＰＣＢ廃棄物の処理

11 川上 誠一
◎芦屋基地滑走路延長事業計画

○国保税等の滞納処分

12 刀根 正幸 ◎安心して暮らせる社会づくりに向けて

13 妹川 征男

◎芦屋基地滑走路延長

◎国民宿舎マリンテラスあしや

○地方独立行政法人芦屋中央病院

14 田島 憲道

◎ 海浜公園の夏季駐車場料金

○芦屋町「ふるさと名物応援宣言」

○地域の安心・安全を確保する防犯カメラ整備

○ふるさと納税制度に対する返礼品

◎：記事掲載あり　　○：記事掲載なし
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議会だよりあしやです⑨ 平成 29 年 11 月 15 日　第 195 号



９
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

視 

察 

関 

係
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九
州
北
部
豪
雨
の
際
、
７

月
７
日
に
町
周
辺
で
は
、

午
前
３
時
か
ら
の
５
時
間
で
１
６
６

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
降
水
量
を
観
測
し

た
。
被
害
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

人
的
被
害
は
な
か
っ
た
が
、

床
上
浸
水
２
件
、
床
下
浸

水
２
件
、
道
路
冠
水
に
よ
る
通
行
止

め
12
か
所
、
崖
崩
れ
２
カ
所
、
土
砂

流
出
１
か
所
、
車
両
水
損
２
カ
所
や

大
君
の
町
営
住
宅
付
近
の
冠
水
等
の

被
害
が
あ
っ
た
。

住
民
が
行
政
機
関
等
か
ら

災
害
情
報
を
得
た
場
合
、

行
動
す
る
上
で
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
は
。

情
報
を
出
し
た
中
で
、
避

難
を
い
つ
開
始
す
る
か
が

重
要
と
な
る
。
日
頃
か
ら
地
域
の
皆

さ
ん
と
話
し
合
い
、
自
分
が
ど
の
段

階
で
避
難
行
動
を
開
始
す
る
か
決
め

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
短
時
間
記
録

的
大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
な

ど
は
速
や
か
な
避
難
行
動
が
一
番
大

事
で
あ
る
。

27
年
11
月
に
芦
屋
小
学
校

の
屋
外
倉
庫
か
ら
カ
ネ
ミ

油
症
事
件
で
知
ら
れ
る
有
害
物
質
Ｐ

Ｃ
Ｂ
を
含
有
す
る
機
器
が
、
ド
ラ
ム

缶
４
本
に
収
ま
っ
て
い
る
の
が
発
見

さ
れ
た
。
機
器
の
種
類
と
Ｐ
Ｃ
Ｂ
含

有
量
は
。機

器
は
高
圧
コ
ン
デ
ン

サ
ー
と
蛍
光
灯
安
定
器
、

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
量
は
、
機
器
１
キ
ロ
グ

ラ
ム
当
た
り
５
０
０
０
ミ
リ
グ
ラ
ム

の
高
濃
度
で
あ
る
。

関
係
法
に
は
、
廃
棄
物
の

保
管
基
準
が
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
保
管
状
況
は
。

周
囲
に
囲
い
を
設
け
、
飛

散
、
流
出
、
地
下
浸
透
等

が
な
い
よ
う
に
、
法
に
基
づ
い
た
管

理
を
行
っ
て
い
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
分
計

画
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

29
年
10
月
末
ま
で
に
、
運

搬
、
処
理
ま
で
全
て
完
了

す
る
予
定
で
あ
る
。

豪雨被害に対する一番のポイン
トは何か

住民の生命を守るには早めの避難
が一番大事である

総務課長

松
まつ

　岡
おか

　　泉
いずみ

九州北部豪雨で冠水した競艇場駐車場（H29.7.7 撮影）
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Ｃ
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説
明
会
の
回
数
及
び
参
加

者
の
数
は
。

12
回
行
い
、
延
べ
１
６
１

名
の
参
加
者
の
う
ち
町
民

は
30
名
程
度
。

住
民
の
参
加
が
十
分
で
な

く
、
６
３
０
０
本
の
保
安

林
が
伐
採
さ
れ
、
保
全
措
置
と
し
て

防
潮
柵
を
設
置
し
塩
害
被
害
を
軽
減

す
る
と
し
て
い
る
が
、
農
業
者
の
理

解
は
得
て
い
る
の
か
。

九
州
防
衛
局
が
農
業
者
の

方
に
説
明
し
、
理
解
を
い

た
だ
け
た
と
認
識
し
て
い
る
。

新
聞
報
道
で
は
「
防
風
林

の
伐
採
に
は
断
固
反
対
。

滑
走
路
延
長
は
基
地
機
能
の
強
化
」

と
な
っ
て
い
る
。
町
は
説
明
責
任
が

果
た
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
の
か
。

参
加
者
は
少
な
い
が
、
可

能
な
範
囲
で
行
っ
て
い
る
。

23
年
定
例
会
の
私
の
質
問

に
町
長
は
「
計
画
案
が
出

た
時
に
は
報
告
会
や
現
地
調
査
を
行

う
」
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
。
説
明
会

や
現
地
調
査
を
行
う
べ
き
で
は
。

現
地
調
査
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
説
明
は
十
分
し
て

い
る
。

松
伐
り
は
保
安
林
解
除
の

同
意
が
必
要
だ
が
対
応
は
。

農
事
組
合
の
要
望
事
項
等

の
提
出
が
さ
れ
て
い
な
い

の
で
現
時
点
で
は
で
き
な
い
。

滑
走
路
延
長
の
本
質
は
基

地
機
能
の
強
化
で
は
。

Ｔ
４
訓
練
機
の
安
全
性
確

保
と
Ｕ
１
２
５
Ａ
救
難
機

の
捜
索
範
囲
拡
大
と
説
明
が
あ
っ
た
。

防
衛
省
は
今
ま
で
Ｔ
４
が

バ
リ
ア
に
突
っ
込
ん
だ
事

故
は
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。
Ｕ

１
２
５
Ａ
の
救
難
部
隊
は
航
空
総
隊

に
編
入
さ
れ
、
航
空
戦
闘
部
隊
に
発

展
し
、
国
防
上
の
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
Ｃ
１
輸
送
機
が
飛
来

し
て
い
る
が
、何
回
来
て
い
る
の
か
。

３
年
間
で
60
回
程
度
、
飛

来
し
て
い
る
。

Ｃ
１
輸
送
機
は
大
型
化
し

た
Ｃ
２
、
Ｃ
１
３
０
Ｈ
に

機
種
変
更
が
進
め
ら
れ
、
騒
音
被
害

が
考
え
ら
れ
る
が
、
芦
屋
基
地
の
滑

走
路
で
使
用
可
能
な
の
か
。

現
在
の
滑
走
路
で
も
離
着

陸
は
可
能
で
あ
る
。

滑走路延長後の完成イメージ

滑走路延長の本質は基地機能の
強化ではないのか

Ｔ４訓練機の安全性確保等と説明
があった

総務課長

川
かわ

上
かみ

誠
せい

一
いち

 

議 

員

 

議 

員
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長
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長
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員
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長
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員
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長
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長
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事
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計
画
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災害者の目線でお互いが信頼で
きる町づくりを進めるには

先進事例等を参考に制度の見直し
を調査・研究していく

総務課長

自
治
防
災
組
織
に
つ
い
て

届
出
を
し
て
い
な
い
地
区

に
対
し
て
ど
う
す
る
の
か
。

30
自
治
区
の
う
ち
、
26
区

が
組
織
化
さ
れ
、
４
区
が

未
届
で
あ
る
。
組
織
作
り
を
今
後
も

お
願
い
し
、必
要
に
応
じ
支
援
す
る
。

災
害
に
対
す
る
議
会
へ
の

情
報
提
供
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

大
規
模
災
害
は
、
災
害
対

策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
そ

の
会
議
に
議
会
事
務
局
長
を
含
む
。

本
部
の
情
報
は
局
長
を
通
じ
て
議
員

に
連
絡
さ
れ
る
が
、
方
法
は
今
後
議

会
事
務
局
と
の
協
議
が
必
要
。

災
害
後
の
対
応
は
ど
の
よ

う
な
制
度
で
行
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
そ
の
内
容
は
。

災
害
弔
慰
金
の
支
給
に
関

す
る
法
律
、
災
害
弔
慰
金

及
び
見
舞
金
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

き
行
っ
て
い
る
。
法
律
で
は
自
然
災

害
に
よ
り
被
害
が
生
じ
た
場
合
に
災

害
弔
慰
金
や
災
害
障
害
者
見
舞
金
に

関
す
る
支
給
を
行
い
、
町
の
条
例
で

は
、
国
の
法
律
に
該
当
し
な
か
っ
た

ケ
ー
ス
で
も
見
舞
金
と
し
て
支
給
し

て
い
る
。社

会
福
祉
協
議
会
に
お
い

て
貸
付
制
度
と
し
て
県
の

融
資
制
度
が
あ
る
と
聞
く
が
、
そ
の

概
要
は
。生

活
福
祉
資
金
と
し
て
、

災
害
を
受
け
た
た
め
臨
時

に
必
要
と
な
る
経
費
に
つ
い
て
貸
付

が
あ
る
。
使
途
を
定
め
て
い
な
い
緊

急
小
口
資
金
は
10
万
円
ま
で
、
主
に

住
ま
い
を
確
保
す
る
こ
と
等
を
目
的

に
し
た
福
祉
費
と
し
て
１
５
０
万
円

ま
で
の
融
資
制
度
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
手
続
き
は
社
会
福
祉
協
議
会
で
行

え
る
。
　町

に
も
災
害
に
お
け
る
融

資
制
度
は
あ
る
の
か
。

16
年
度
ま
で
は
商
工
融
資

以
外
に
農
業
融
資
や
火
災
、

風
水
害
、
地
震
等
の
復
旧
に
か
か
る

利
子
補
給
等
を
実
施
し
て
い
た
が
、

17
年
度
か
ら
現
在
の
商
工
融
資
の
み

と
な
っ
た
。

災
害
対
策
に
お
い
て
も
被

害
者
目
線
で
、
も
っ
と
研

究
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

大
型
化
す
る
風
水
害
に
対

し
調
査
・
研
究
を
行
い
、

被
害
後
の
支
援
を
含
め
郡
内
や
他
市

町
村
を
参
考
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

刀
と

根
ね

正
まさ

幸
ゆき

九州北部豪雨での田屋周辺の被害状況（H29.7.7 撮影）
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９
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

視 
察 
関 

係

農事組合だけでなく、関係自治
区ごとに説明会をするべきだが

防風保安林解除の説明会であり、
騒音に関しては次元が違う

町長

町
長
は
、
住
民
説
明
会
は

手
順
を
踏
ん
で
い
る
と
い

う
が
、
粟
屋
、
大
城
農
事
組
合
だ
け

で
な
く
、
防
音
装
置
工
事
エ
リ
ア
の

粟
屋
、
大
城
、
浜
口
、
高
浜
、
正
門

町
、
そ
し
て
騒
音
が
ひ
ど
い
江
川
台

区
を
自
治
区
ご
と
に
説
明
会
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

塩
害
防
止
の
防
風
保
安
林

解
除
の
説
明
会
で
あ
り
、

農
事
組
合
の
承
諾
が
な
い
と
解
除
で

き
な
い
。
滑
走
路
延
長
に
よ
る
騒
音

等
に
関
し
て
は
次
元
が
違
い
、
別
で

問
題
提
起
す
る
必
要
が
あ
る
。

国
民
宿
舎
は
直
営
方
式
か

ら
指
定
管
理
者
制
度
方
式

へ
と
移
行
し
た
が
、
そ
の
目
的
は
。

ホ
テ
ル
事
業
に
精
通
し
た

事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
人

件
費
及
び
管
理
運
営
費
を
削
減
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
町
の
行
政
コ
ス
ト
の

軽
減
を
図
る
。

労
務
管
理
に
つ
い
て
問
う
。

職
員
数
、
離
職
者
数
及
び

離
職
が
多
い
理
由
は
。

29
年
４
月
１
日
の
職
員
数

は
36
名
。
29
年
１
月
か
ら

８
月
末
ま
で
の
離
職
者
総
数
は
19

名
、
離
職
率
は
48
％
。
理
由
に
つ
い

て
は
具
体
的
に
わ
か
っ
て
い
な
い
。

本
年
７
月
従
業
員
Ｋ
さ
ん

は
公
務
中
に
客
同
士
の
暴

力
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
負
傷
。
そ
の

客
を
傷
害
事
件
と
し
て
告
訴
す
る
と

と
も
に
支
配
人
の
責
務
に
対
し
労
働

基
準
監
督
署
に
調
査
依
頼
し
て
い

る
。
ま
た
、
Ｋ
さ
ん
は
本
社
社
長
に

事
実
経
過
を
直
訴
。
こ
れ
ら
の
こ
と

に
つ
い
て
聞
い
て
い
る
か
。
ま
た
支

配
人
の
採
用
経
緯
は
。

聞
い
て
は
い
る
が
、
結
果

は
承
知
し
て
い
な
い
。
４

月
１
日
か
ら
採
用
さ
れ
た
契
約
社
員

で
あ
る
。19

名
の
離
職
者
が
い
る
こ

と
は
異
常
で
あ
る
。
町
は

労
務
関
係
の
実
態
を
把
握
し
改
善
し

な
け
れ
ば
、
経
営
危
機
に
陥
る
可
能

性
が
あ
る
。
よ
っ
て
指
定
管
理
制
度

方
式
か
ら
直
営
方
式
に
戻
す
べ
き
で

あ
る
。
納
入
金
と
純
利
益
は
。

28
年
度
の
町
へ
の
納
入
金

は
約
２
５
０
０
万
円
、
指

定
管
理
業
者
の
収
支
損
益
は
マ
イ
ナ

ス
約
２
８
０
０
万
円
。

妹
いも

　川
かわ

　征
いく

　男
お

国民宿舎マリンテラスあしや

 

議 

員

 

町 

長
国
民
宿
舎
マ
リ
ン
テ
ラ

ス
あ
し
や

 

議 

員

 

課 

長

 

議 

員

 

課 

長

 

議 

員

 

課 

長

 

議 

員

芦
屋
基
地
滑
走
路
延
長

 

課 

長
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全
国
的
に
海
水
浴
客
が
減

少
し
て
い
る
の
は
、
単
な

る
少
子
化
と
い
う
問
題
だ
け
で
は
な

い
と
思
う
。
芦
屋
町
に
お
い
て
は
、

そ
の
駐
車
場
料
金
の
問
題
も
深
く
関

係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い

か
が
か
。レ

ジ
ャ
ー
白
書
に
よ
れ

ば
、
国
内
の
海
水
浴
客

数
の
ピ
ー
ク
は
１
９
８
５
年
、
約

３
７
９
０
万
人
だ
っ
た
。
２
０
１
５

年
に
は
約
７
６
０
万
人
と
約
５
分
の

１
に
減
少
。
こ
の
要
因
は
、
海
岸
線

の
砂
浜
の
侵
食
や
、
若
者
を
中
心
と

し
た
海
離
れ
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　
芦
屋
町
は
、
海
水
浴
場
と
レ

ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
・
ア
ク
ア
シ
ア
ン
が

隣
接
し
て
い
る
。
利
用
者
か
ら
は
、

プ
ー
ル
も
海
も
利
用
で
き
る
施
設
と

し
て
人
気
が
あ
る
が
、
ラ
イ
フ
セ
ー

バ
ー
の
報
告
で
は
、
海
水
浴
場
の
利

用
者
数
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
度
の
ア
ク
ア
シ
ア
ン

の
入
場
者
数
は
、
開
設
以
来
の
10
万

人
を
超
え
、
今
年
も
９
万
５
０
０
０

人
の
利
用
者
数
と
な
っ
て
い
る
。
特

に
７
月
末
か
ら
８
月
初
め
の
日
曜
日

の
駐
車
場
は
満
車
状
態
に
も
な
る
。

駐
車
場
料
金
が
海
水
浴
客
の
減
少
に

関
係
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
若
者
を

中
心
と
し
た
海
離
れ
等
が
関
係
し
て

い
る
か
ど
う
か
は
、
判
断
に
苦
し
む

と
こ
ろ
だ
。

私
は
海
が
大
好
き
で
、
海

の
家
等
も
経
営
し
た
。
最

近
は
、
海
が
大
変
遠
く
感
じ
る
。
こ

れ
は
や
は
り
駐
車
料
金
の
せ
い
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
今
、
日
本
財
団

は
、
国
民
の
海
離
れ
を
大
変
、
憂

い
悲
し
ん
で
い
る
と
い
う
報
道
を
見

た
。
こ
れ
に
対
し
何
ら
か
の
支
援
を

や
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
の
見
解
を
問
う
。

日
本
財
団
は
、
海
岸
地
域

や
そ
の
周
辺
の
活
性
化
に

非
常
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
特
に
、

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
の
あ
る
施
行
者
に

対
し
て
は
、
最
優
先
で
い
ろ
い
ろ
な

支
援
を
す
る
と
は
っ
き
り
明
言
し
て

い
る
。
今
後
、
機
会
を
見
て
要
望
や

進
言
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

海水浴客の減少は駐車場料金の
問題が関係しているのでは

駐車料金か若者の海離れか判断で
きない

地域づくり課長

町の海水浴場（田代恒雄氏流木造形展より）

 

議 

員

 

議 

員

 

課 

長

 

町 

長

注
２

※
注
２
　
駐
車
場
料
金
の
問
題

　
海
浜
公
園
で
は
、
期
間
ア
ク
ア
シ
ア

ン
プ
ー
ル
開
設
の
期
間
中
、
一
律
に
駐

車
場
料
金
５
０
０
円
を
徴
収
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
例
外
と
し
て
、
プ
ー
ル

の
送
迎
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
利

用
を
除
く
と
し
て
い
る
。

田
た

島
じま

憲
けん

道
どう

海
浜
公
園
の

夏
季
駐
車
場
料
金

町の海水浴場（田代恒雄氏流木造形展より）
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行政視察レポート

日　程：７月 31 日～ 8月 2日

視察先：北海道　網走市議会・東京農業大学生物産業学部・ボートレースチケットショップ旭川ほか

視察者：田島憲道・妹川征男・刀根正幸・今田勝正

網走市

網走市は将来を見据え大学を誘致。市は 40 億円を投資、東京農大が１億円を負担しキャンパスが開設

( １９８９)。大学の構内は、試験中でもあり静粛を保たれていたが、１８００名程の学生が網走市に及ぼ

す様々な波及効果は計り知れないという。

東京農業大学生物産業学部

農大は６次産業の具体的事業としてエミューを研究。エミュー

はオーストラリアの国鳥で、世界で２番目に大きく、飛ぶこと

ができない。病気や環境に強く、現地では神の鳥と崇められて

いる。現在、１３００羽を大学管理の牧場で飼育。高タンパク

質で低脂肪な食肉や最高級の価値のあるオイルを利用した化粧

品等、今後の産業化を目指している。芦屋町の耕作放棄地等の

活用に網走市や東京農大で学んだことを活かしたい。
網走市視察の様子

９
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

視 
察 
関 

係

産官学連携と６次産業化の具体的事業

議会広報委員会視察レポート

より興味を引く文書作成

日　程：9月 28 日～ 29 日

視察先：埼玉県小川町・平成 29 年度町村議会広報研修会（シェーン・バッハ・サボー）

視察者：川上誠一・内海猛年・妹川征男・刀根正幸・今田勝正・松岡泉

小川町

平成28年３月定例会から議会だよりをリニューアルし、デザインを一掃された。目を引く表紙にするため、

目次だけではなく、そのページの気になる一言をタイトルとして入れる。一般質問のページは議員の質問

はより簡潔にし、執行部の回答を多く掲載するよう心がけてあった。あくまで議会広報であり、議員広報

ではないことを前提としていた。芦屋町でも、目を引く表紙作

りを心がけたい。

平成 29 年度町村議会広報研修会

３名の講師により、広報作成のポイントを教わった。まず、「伝

える広報」から「伝わる広報」にするため、読みたくなる文章

にする必要がある。そのためには、1文を短くし、イラスト等

をいれることでビジュアルを良くする必要がある。

　また、分かりやすくするため、書き方を構造化し、結論を先

に書く。芦屋町でも、不必要の文字は省き、より伝わる広報を

目指していきたい。

埼玉県小川町視察の様子
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秋
は
実
り
の
秋
、
行
楽

の
秋
、
そ
し
て
食
欲
の
秋

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
行

政
、
地
域
、
家
庭
に
お
い

て
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事

が
あ
り
、
忙
し
い
季
節
で

す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
疲

れ
や
す
い
季
節
で
す
。
楽

し
く
過
ご
す
た
め
に
は
、

健
康
が
一
番
。
多
く
の

方
々
と
の
絆
を
深
め
、
ス

ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う

に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
５
月
か
ら
広
報
委
員
と

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
分
か
り
や

す
い
、
信
頼
さ
れ
る
広
報

作
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

刀
根
　
正
幸

議
会
だ
よ
り
あ
し
や
で
す
／
発
行
●
芦
屋
町
議
会
　
編
集
●
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
〒8

0
7
-0
1
9
8

福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
幸
町2

-2
0

　
☎0

9
3

（2
2
3

）3
5
7
9

　
印
刷
●
阪
本
印
刷
株
式
会
社

　
４
年
前
に
正
門
町
商
店
街
に
犬
の
美
容
室
と
Ｄ
Ｏ
Ｇ
カ
フ
ェ「
ａ
ｒア

ａラ

ｌレ

ｅ
」

を
開
店
さ
れ
ま
し
た
。
犬
た
ち
に
囲
ま
れ
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
毎
日
楽
し

く
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
店
長
の
中
西
美
穂
さ
ん
に
芦
屋
町
の
魅
力
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

【
発
行
責
任
者
】

　
議
　
長
　
　
小
田
　
武
人

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　
委
員
長
　
　
川
上
　
誠
一

　
副
委
員
長
　
内
海
　
猛
年

　
委
　
員
　
　
妹
川
　
征
男

　
委
　
員
　
　
刀
根
　
正
幸

　
委
　
員
　
　
今
田
　
勝
正

　
委
　
員
　
　
松
岡
　
　
泉

町かど
インタビュー

議 

員 

控

 

室

Ｑ
　
犬
ト
リ
マ
ー
を
目
指
し
た
き
っ

か
け
は
？

A　

家
で
犬
を
飼
え
な
か
っ
た
の

で
、
ト
リ
マ
ー
に
な
れ
ば
毎
日
犬
と

接
す
る
こ
と
が
で
き
、
好
き
な
こ
と

が
仕
事
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。

Ｑ　

芦
屋
町
の
魅
力
は
？

A　

自
然
環
境
が
良
い
と
こ
ろ
で

す
。
海
が
あ
る
た
め
、
犬
の
散
歩
に

も
す
ご
く
良
い
で
す
。
ま
た
、
田
舎

な
ら
で
は
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

Q
　
商
店
街
が
も
っ
と
元
気
に
な
る

た
め
に
は
。

A　

ま
ず
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
を
な
く

し
た
い
で
す
。
商
店
街
が
暗
い
の
で

明
る
く
し
た
い
で
す
。
若
い
人
た
ち

が
も
っ
と
開
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
ほ
し
い
で
す
。

Ｑ
　
町
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
？

Ａ
　
世
間
で
は
、
保
育
所
に
入
れ
な

い
待
機
児
童
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
芦
屋
町
に
は
そ
の
不
安

が
無
い
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
い
ろ
い

ろ
知
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
　
町
政
に
今
後
期
待
す
る
こ
と

は
？

Ａ
　
犬
の
散
歩
時
に
マ
ナ
ー
の
悪
い

人
が
ま
だ
多
い
と
思
い
ま
す
。
ペ
ッ

ト
と
一
緒
に
住
み
や
す
い
町
づ
く
り

を
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。
芦
屋
は

ペ
ッ
ト
マ
ナ
ー
が
よ
く
住
み
や
す
い

町
と
思
わ
れ
た
い
で
す
。
ペ
ッ
ト
可

の
町
営
な
ど
が
増
え
る
と
も
っ
と
人

口
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
命
に
や

さ
し
い
町
に
し
た
い
で
す
。

　本会議や委員会は、どなたでも傍聴できます。また、本会議は役場１階
ロビーでライブ中継をしています。　

「ａｒａｌｅ」の中西美穂さん

ドッグランの様子

次回の定例会は12月８日開会予定です。

　※�日程は変更になる場合があり、最終決定は 11 月下旬に開かれる議会運営委員会で行われます。
　　傍聴を希望する方は議会事務局にお問い合わせください。（℡ 223-3579）　
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